
第 ９回 

著作権教育 実践事例募集 
 

 

   著作権教育 の 実践事例 を 募集 しま～す！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（著作権制度１００周年記念キャラクター / 絵：やなせたかし） 

 情報社会においては、様々なトラブルを未然に防ぐために「自分や他者の権利を正しく

理解し、ルールやマナーを守る」姿勢を培うことが重要な課題となっています。 

「著作権」は情報社会における重要なキーワードのひとつであり、新しい学習指導要領

においても、様々な教科等で著作権教育を行うことが明記されています。 

 ＣＲＩＣでは、著作権の理解や尊重に役立つ「モデルとなる事例」や「優秀な事例」を

広く教育関係者に紹介し、今後の著作権教育において活用していただくため、小・中・   

高等学校等における著作権教育の実践事例を募集し、公開しています。 

 先生方の日々の活動の成果を、是非ご応募ください！ 

 

  主催：           公益社団法人 著作権情報センター 

   後援：    /  全国都道府県教育委員会連合会 
 

本事業は「著作権法百年記念基金事業」として実施しています 

 



 

● 募集対象 

・平成２４年４月１日以降に実施した、著作権に関する教育活動の事例（テーマは 

自由に選んでください。授業・特別活動等、形態は問いません）。 
 

● 応募資格 

・募集対象となる教育活動を実施した小・中・高等学校等。 

・応募に際しては、必ず学校長の承認を得てください。 
 

● 応募方法 

・実施した教育活動の内容を、応募要領に従い、レポートとして提出してください。 
 

● 応募締切日 

・平成２５年１１月３０日（当日消印有効） 
 

   選考と顕彰 

・選考委員会において、「優秀な事例」や「モデルとなる事例」を選考し、入賞事例 

には表彰楯および賞品（希望する教育機材等）を贈呈します。 

（選考委員） 

  上 野 耕 史（文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 教科調査官） 

  笠 井 俊 秀（日本教育新聞社 クロスメディア企画部長） 

  佐 和 伸 明（柏市教育委員会 柏市立教育研究所 指導主事） 

  関 口 一 郎（日本教育工学振興会 顧問） 

  髙 橋 邦 夫（千葉学芸高等学校 校長） 

  永 野 祥 夫（大島町立つつじ小学校 副校長） 

  野 間 俊 彦（北区立赤羽台西小学校 校長） 

  盆子原 久長（日本音楽著作権協会 広報部長） 

  三 橋 信 司（コンピュータソフトウェア著作権協会 調査部マネージャー） 

  吉 田  浩（つくば市教育員会 教育指導課 指導主事） 

（顕彰） 

  最 優 秀 賞（１校） 20 万円相当 

  優 秀 賞（数校） 10 万円相当 

  優 良 賞（数校）  5 万円相当 

  モデル教育賞（数校）  8 万円相当 

モデル教育賞：「5 分でできる著作権教育」を応用して活用するなど、
教育活動の内容が他の学校においても取り組みやすいモデルとなる事
例であり、かつ、目標・指導計画・指導方法・効果・評価などがわかり
やすく整理された事例に贈られる賞 

・参加賞として、図書券 5 千円分（入賞校は除く）およびＣＲＩＣが発行する書籍 

｢著作権法講座(第２版)｣を、進呈します。 
 

● 入賞事例の紹介 

・入賞事例は、ＣＲＩＣのＷｅｂサイト「著作権教育の実践事例」にて公開します。

また、ＣＲＩＣおよびその関係団体、文化庁が行う講習会等で紹介することがあり

ます。 
 
 



● 選考結果の発表 

・平成２６年２月（予定）。すべての応募校に通知するとともに、ＣＲＩＣのＷｅｂ

サイト等で公表します。 
 

● 著作権の帰属等 

・応募レポートの著作権は、応募者に帰属します。ただし、入賞事例は、ＣＲＩＣ

およびその関係団体、文化庁、または教育関係者が、著作権教育を目的として、

非営利で利用する場合に限り、自由に利用できるものとします。 
 

● 応募要領 

・応募の際には、「表紙」、「レポート」、「資料（任意）」を提出してください。 

＊参考までに、「表紙」「レポート」のひな型を「著作権教育実践事例」 

Ｗｅｂサイト（http://www.cric.or.jp/education/jissenrei.html） 

に掲載しております。ダウンロードして、ご活用ください。 

・「表紙」には、以下の項目を記載してください。 

    （学校情報） 

      ①学校名 ②校長名（公印必須）③学校住所（都道府県名からご記入くだ

さい） ④学校電話番号 ⑤担当教員名 ⑥担当教員電子メールアドレス 

    （教育活動の概要） 

      ①教育活動の題名 ②対象学年 ③教科等 ④授業時間数 ⑤実施期間 

 ⑥教育活動の概要（教育活動の「ａ．背景・ねらい」、「ｂ．内容・流れ」、 

「ｃ．成果と課題」の概要をご記入ください） 

      ⑦公表の有無（「有」の場合、どこで公表したか具体的にご記入ください）

⑧「5 分でできる著作権教育」の活用の有無（「有」の場合は、どの事例

を活用したか、「タイトル・学習場面」をご記入ください） 

・「レポート」には、教育活動の題名、報告者名（学校名、担当教員名）、教育活動 

の内容を、以下を参考にまとめ、ワープロ横書きで、Ａ４判で 5 ページ（「表紙」 

を除く）以内に収めてください。 

    教育活動の題名 

    報告者名（学校名、担当教員名） 

    教育活動の内容 

    １．教育活動の背景・ねらい 

       ２．教育活動前の児童生徒の状況 

       ３．教育活動の構成・視点 

       ４．教育活動の指導計画・スケジュール 

       ５．教育活動の内容・流れ 

       ６．教育活動の効果（児童生徒の変容など） 

       ７．成果と課題 

＊１～７は必ずしも上記のとおりの構成でなくてもかまいませんが、 
概ねこの内容を含むようにしてください。 

・表紙やレポートの文字は、読みやすい大きさを使用してください。また、図表、 

グラフ、写真等は、レポートが見やすくなるように配置してください。 

・「資料（任意）」には、教育活動に使用した教材、提出物等を添付してください。 

・既に、他で公表した事例でも応募できますが、その旨を明記してください（上記

「『表紙』（教育活動の概要）⑦公表の有無」の箇所を参照）。 

・応募に際しては、第三者の著作権を侵害しないようにご注意ください。 

 



 
ＣＲＩＣが提供する著作権教育に役立つＷｅｂサイト 

著作権教育の実践事例 

（http://www.cric.or.jp/education/jissenrei.html） 

 これまでに入賞した著作権教育の実践事例をご覧に 

なれるサイトです。 

５分でできる著作権教育 

（http://chosakuken.jp/） 

 授業の中のわずかな時間で著作権教育を行うことが 

 できる教材等を紹介しているサイトです。 
 

コピーライトワールド（Kids CRIC） 

（http://www.kidscric.com/） 

児童生徒が、楽しみながら著作権について学ぶ 

ことができるサイトです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育と著作権 

（http://www.cric.or.jp/qa/cs01/index.html） 

教育現場で直面する著作権問題についてＱ＆Ａ 

で分かりやすく解説しているサイトです。 
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 応 募 先   

〒１６９－００７４ 

東京都新宿区北新宿２丁目２1 番 1 号 新宿フロントタワー３２階 

公益社団法人 著作権情報センター 

著作権教育実践事例 事務局 

TEL   03 - 5348 - 60３0 FAX 03 - 5348 - 6200 

E-Mail copyright@cric.or.jp URL http://www.cric.or.jp/ 


